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　 1　 研究発表全体を 特微づ け る徴標群

　方法論 ま た は 原理
・
方法の 部門 の 発表 23編 を 検 討 し

て ，それ らを 特徴 づ itる 徴標 と し て 以下 の 諸概念を見い

だ す 。 まず全研究を位置づ け る 目盛 りと して ，（1）教育現

実接近 目標 ，  文化 ・社会的要因配慮．  人間化 ・人間

主義，（4）客体化 ・客体主 義，（5＞記号化 ・数理主義，  科

学的理 論 目標 。 第 二 ｝こ 方法論的な進 度 と して ，  問題論

（Problematik）．  前 提 （Voraussetzung ） 論 ，  枠

組 （framework ）論，  経験的研究 s   体系的理論 。 こ

こ で ，  は 問題 の 所在 の 指摘 で ，専門的研 究 の 歴史 か ら

導か れ る 場合と生活経験か ら出 る場合 とが あ る 。   は 研

究の 発足 に 当 り予め …と約束 し て お くもの で ，た とえば

研究 の 対象 の 概念的定義や 種 々 の 仮定を して お くこ と な

どで ある 。   は経験的研究の 推進に 必 要な仮説
・仮説群

や実験 ・調査の 設定な どで ある 。   が 科学的研究 の 中心

的領域 で あ る 。   は 経験的研究 の 成果を過去 の 学問的知

識 の 中 に 位置 づ け ，包活的な説明理論 とす る も の で あ

る。い わ ＠ る理 論 （theory ） は 欧米 の 文献 で は       の

諸段幽 と  を 意味す る が ，わ が 国で は   だ け を 考 k る人

が多い 。な お原理 の 語は 理論 と意味は 等 し い と私 は 考 え

る e 第三 の 観点は 研 究の 性格 が 教育心理学的 か
一

般心理

学 （a1 】gemeine 　Psycho ！ogie ）的か で ある。教育心 理 学会

で は 日本 心 理 学 会 の 原 理 部門 と変 らぬ 内容 も 発表 さ れ る

が，こ れ は ，一
般心 理 学 の 理 論 は お の ずか ら 教育 心 理 学

の 理 論的基礎とな る と い う意識に よ る もの で あ ろ う。第

四 は 私 の い わゆ る個性変様的 （idiom 。dific） な 性 格 の

有無 で あ る。M 究者 自身が，第三者的観察を 固守する の

で な く．自己 を変様 さ せ つ つ 対 象を 変様 さ せ て 認識 の 目

的 を達成 し よ うとす る もの で ， 教育現実接近 目標を完全

に 果 た す に は こ れ が 必要 で あ る と考 えられ る 。

　 丑　研 究発表 の 個別的検討

　上述 の 徴標群 を 使 っ て 諸研究 を個別的｝こ検討し よ う。

まず教育現実志向が 最も強 く感ぜ られ た もの は 指導観察

的 ア ブ Pt・一チ に 関す る斉藤誠 一・・他 の 発表
＊

（1979・101〜

102後 の 数字 は 発表 番 号） と，教 育 実 践 と精 神 的 健 康

性に 関す る上 田吉一他 の 発表
“

（1981 ・104〜 6 ）で あろ

う。 両者 と も教育実践 に か か わ る 教育心 理 学的研究で あ

り，か つ 研究者群の
一

部は み ずか ら生徒に 働 きか け る の

で 個性変様的 （
＊
印をつ け る こ とに す る ）で あ る 。 進 度

は 問題論か ら始 まり経験的研究 の 段階 に 及 ん で い る 。 飯

島婦佐子 （1980・105）は ，内発的動機を重視 した 倉 橋

惣 三 の 保育理 論を再評価 し ，さ らに 倉橋理 論を26年間実

践 し て い た D 幼稚園 に つ い て 種 々 の 客観的 な観察 ・測定

を 行 っ て い る。進度は枠組論 お よび 経験的研究 の 段階と

い い う る 。 人間主義 の 陣営 に あ り，教育心理学的 とい え る

が ．進度 は 問題論
・
前提論 の 範囲 と考 えられ る の は ，佐

藤芳男 （1979 ・103）．朴沢
一

郎 （1979 ・104）、上 田 吉一

a （1979・106）．島崎保 （1979・108）上 田吉一b （19

80 ・101），竹内長 士 （1980 ・107） の 発表 で ．それぞれ

質問紙 の 教育的意義J
ス ポーツ ・宗教の そ れ，人格深層 の

自 己 実現傾 向，人 間 主 義心 理 学 と学校教育 の 関係，人生

目標 の 教育心 理 学的機能，教 育技 術 の 概念等 に 新た な 照

明 を 当て よ うとする 。人 間主義の 近傍で
一

般心理学的接

近と解され る もの は ，行動主義と人間主義 の 接近 ・融合

を 伝え る藤野武 （1979 ・109），比較言語学的分析 か ら

日 本 人 論 に 迫 る 阿部孫 四 郎 （1980 ・102） ．禅体験を記

述す る恩 田 彰 （1980 ・104）＊
の 発表 で あ るが ．阿部論文

が一種 の 経験的研究 とい え る の に 対 し て ．他 の 2 つ は新

た な 問題領域を 指摘す る 問顕論で あ る 。 そ の ほ か 「気」

と 「問」を論ず る宮本昇 （1980・106），裁判過程 を 扱

う小 田信夫 （1981 ・107） の 発表 も人間主義的 ・一 般心

理学的 ・問題論的 とい え よ う。 科学的 理論 目標と見 られ

る の は 阿部孫四 郎 （1979　−105） ．筒 井 健 雄 （1979　・

105，1980・103，1981・102）で あ る 。 阿部 は 同型論を

前提 と して トボ ロ ジ 的演算 を行 い つ つ 種 々 の 社 会 的 事

象．た とえば戒律の 説 明を進 め ，一
種 の 数 理 主 義とい え

よ う。筒 井 は 数 理 主 義 で は な い が ，記号化 の 手段 に よ っ

て 論理的に存在一般や 心 理 学的諸概念を分析 して ゆ き．

こ れ が 同時 に 人間科学 で あ る とす る 点 に 筒井 の 主 張 の 独

自性が ある 。 両者 と も一般心 理学的 ・枠組論的とい え よ

う。 教育心 理 学書の 統計的分析か ら教育心理学 の あ り方

を 探 る もの は 高山達雄 （1979 ・110） ，福沢週 造 （1980
・110）で ，前者 は 引用文献 ，後者 は 内容項目か ち 接 近

し、一
種 の 体系的理 論 の 検討 と も考え られ る。以土 を 批

評す る と，全体 として 教育心理学的接近 と文化 ・社会的

要因配 慮の い っ そ うの 強化 が 望 まれ る 。 参考 （方法論）
．

年報社会 心 理 学 ，第 19号．勁草書房 ，tg78．編集後記。．

（個性変容的）杉渓一
言編．現代 の 心理学 を 考え る．．川

島書店 ，1982．拙稿論文 。　　　　浪　、．
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